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問
／
子
育
て
支
援
の
拡
充
・
少
子
化
対
策
と
し
て
、
カ

ー
ド
の
配
布
世
帯
を
現
状
の
子
ど
も
３
人
以
上
か
ら
子

ど
も
１
人
以
上
へ
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
本
事
業
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
の

多
子
世
帯
の
生
活
支
援
と
し
て
協
賛
企
業
の
理
解
と
協

力
の
下
に
実
施
し
て
い
る
。
少
子
化
の
状
況
を
見
る
と
、

本
事
業
の
有
り
様
を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
が
、
検
討
す
る
に
は
、
協
賛
企

業
の
意
見
を
十
分
に
聞
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
導
入
を

問
／
市
で
も
国
連
が
推
奨
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
す

る
17
の
ゴ
ー
ル
に
沿
っ
た
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
現
在
の
第
６
次
総
合
計
画
と
合
致
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
。市
民
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
への
理
解
を
深
め
る
取
組
も
進
め
つ

つ
、次
期
計
画
への
関
連
付
け
を
検
討
す
る
。

問
／
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
営
農
型
太
陽
光
発
電
）は
、

農
家
の
所
得
向
上
だ
け
で
な
く
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
新
た
な
農
業
モ
デ
ル
と
し

て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
普

及
状
況
や
支
援
策
は
あ
る
か
。

答
／
市
内
で
の
設
置
は
１
件
の
み
で

あ
る
。
農
業
者
か
ら
の
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
取
組
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
活
用
し
対
応
し
て
い
く
。

子
育
て
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
の

対
象
者
拡
充
を
　
　
　
　

鈴
木
　
め
ぐ
み
（
輝
）

問
／
令
和
７
年
度
に
は
県
内
で
、
介
護
職
員
が
約
４
千

人
近
く
不
足
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
独
自
で
介
護

職
の
資
格
取
得
の
助
成
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
／
国
で
は
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
が
あ
る
。
県
で
は

従
業
員
の
資
格
取
得
費
用
を
負
担
し
た
事
業
者
に
対
す

る
支
援
事
業
が
あ
る
。
現
段
階
で
市
と
し
て
新
た
な
助

成
制
度
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問
／
離
職
し
て
い
る
介
護
資
格
保
有
者
の
潜
在
的
な
復

職
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
看
護
師
協
会
の
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
の
よ
う
に
、
資
格

を
持
ち
復
職
で
き
る
人
の
福
祉
人
材
バ
ン
ク
の
よ
う
な

全
事
業
所
で
取
り
組
む
協
会
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

現
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
等
も
そ
こ
で
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
、
市
で
も
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　　
心
の
健
康
を
守
る
た
め
に
！

問
／
精
神
保
健
の
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

誰
で
も
気
軽
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
る
環
境

整
備
と
人
員
の
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
の
す
こ
や
か
な
く
ら
し
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、
全
て
の
人
の
相
談
に
専
門
的
か
つ
総

合
的
に
応
じ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度

か
ら
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
、
障
害

の
あ
る
人
、
生
活
に
困
窮
す
る
人
の
相
談
機
能
を
加
え
、

身
近
な
場
所
で
多
様
な
相
談
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。 介

護
職
員
さ
ん
を
　
　
　

増
や
す
に
は
？
　
　
　
　

中
土
井
　
か
お
る
（
み
ら
い
）

問
／
有
効
性
が
期
待
さ
れ
る「
企
業
誘
致
」「
少
子
化
」

「
観
光
振
興
」「
移
住
定
住
」の
対
策
四
本
柱
に
特
化
し
た

政
策
・
施
策
の
充
実
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
人
口
減
少
問
題
に
対
し
て
、
引
き
続
き
、
必
要
な

政
策
を
総
動
員
し
、
分
野
横
断
的
か
つ
総
合
的
な
取
組

を
展
開
す
る
な
ど
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
／
就
労
し
て
い
る
産
業
と
若
者
・
子
育
て
世
代
が
希

望
す
る
産
業
と
の
間
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
。

業
種
、
給
与
等
の
待
遇
な
ど
、
若
年
層
の
意
向
を
大
切

に
し
た
企
業
誘
致
の
実
施
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
若
い
世
代
は「
学
術
研
究
、
専
門
・
サ
ー
ビ
ス
業
」

「
情
報
通
信
業
」へ
の
就
労
希
望
が
多
い
傾
向
で
あ
る
。

多
様
な
就
労
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
既
に
市
内
に
あ
る

「
産
業
の
振
興
」を
基
本
に
企
業
を
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

問
／
当
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
い
か
し
た
長
期
の
戦
略

型
企
業
誘
致
計
画
の
策
定
が
大
切
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
変
化
す
る
企
業
動
向
の
中
で
、
そ
の
時
代
に
合
わ

な
い
可
能
性
が
高
い
の
で
計
画
策
定
は
考
え
て
い
な
い
。

　
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
は
い
つ

問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
感
染
症
の
早
期

診
断
と
早
期
治
療
は
不
可
欠
で
あ
る
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
の「
検

査
セ
ン
タ
ー
」を
何
月
ま
で
に
設
置
す
る
予
定
な
の
か
。

答
／
上
越
保
健
所
の
要
請
を
受
け
、
当
市
も
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
り
、
医
療
関
係
者
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。
夏
ま
で
に
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
を
決
め
た
い
。

人
口
減
少
問
題
を
克
服
す

る「
企
業
誘
致
」対
策
　
　

丸
山
　
章
（
無
所
属
）

問
／
様
々
な
環
境
の
変
化
か
ら
、
通
常
の
生
活
が
送
れ

な
く
な
り
、
困
窮
状
態
等
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
困
窮
者
等
の
中
に
は
、
自
分
か
ら
は
相
談
し
づ

ら
い
人
も
い
る
と
思
う
。
発
見
が
遅
く
な
る
こ
と
に
よ

る
、
健
康
も
含
め
状
態
の
更
な
る
悪
化
も
想
定
さ
れ
る

と
考
え
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
、
対
策
を
講

じ
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
／
相
談
窓
口
や
支
援
制
度
を
ご
存
じ
な
い
人
の
ほ
か
、

「
他
人
を
頼
り
た
く
な
い
」
、
「
知
ら
れ
た
く
な
い
」

等
の
考
え
か
ら
、
市
や
関
係
機
関
に
よ
る
相
談
や
支
援

の
利
用
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
人
も
少
な
く
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
郵
便
や
新

聞
等
の
配
達
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
目
配
り
や
見
守

り
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
４
月
か
ら
、
障
害
の
あ
る
人
や
生
活
に
困
窮
す

る
人
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
は

問
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
生
活
保
護
受
給

者
の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
が
、
現
状
と
対
策
は
ど
う
か
。

答
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
理
由
と
す
る
生

活
保
護
の
相
談
が
３
月
に
１
件
、
４
月
と
５
月
に
そ
れ

ぞ
れ
４
件
の
合
計
９
件
。
そ
の
う
ち
３
件
３
世
帯
の
受

給
を
決
定
し
て
い
る
。
生
活
保
護
世
帯
数
は
、
２
月
末

の
９
７
１
世
帯
数
に
対
し
５
月
末
時
点
で
９
６
１
世
帯

で
あ
る
が
、
今
後
も
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
活
が
困
窮
状
態
に
あ
る

方
へ
の
目
配
り
は
　
　
　

渡
邉
　
隆
（
無
所
属
）

問
／
上
越
教
育
大
学
前
に
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
妙
高

は
ね
う
ま
ラ
イ
ン
の
新
駅
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
利
便
性
の
向
上
は
期
待
さ
れ
る
が
、
利
用
者
増
に

結
び
付
く
か
は
慎
重
な
見
極
め
が
必
要
で
あ
る
。
新
駅

設
置
に
よ
る
附
帯
工
事
や
周
辺
施
設
等
の
整
備
費
用
は

全
て
地
元
自
治
体
の
負
担
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

新
駅
を
設
置
す
る
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　
儀
明
川
ダ
ム
本
体
工
事
着
手
は
い
つ
か

問
／
儀
明
川
ダ
ム
本
体
工
事
着
手
は
、
平
成
30
年
代
半

ば
及
び
鵜
川
ダ
ム
完
成
後
と
聞
い
て
い
た
が
、
浸
水
被

害
も
出
て
お
り
、
早
期
に
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
県
か
ら
鵜
川
ダ
ム
は
令
和
７
年
度
頃
の
完
成
を
目

指
す
と
聞
い
て
い
る
。
鵜
川
ダ
ム
の
進
捗
に
か
か
わ
ら

ず
一
刻
も
早
い
工
事
着
手
を
県
・
国
に
働
き
か
け
る
。

　
山
麓
線
完
全
４
車
線
化
の
計
画
は

問
／
山
麓
線
の
約
４
ｋ
ｍ
は
い
ま
だ
２
車
線
で
あ
り
交

通
安
全
や
渋
滞
緩
和
の
観
点
か
ら
早
急
に
４
車
線
化
が

望
ま
れ
て
い
る
。
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
管
理
者
で
あ
る
県
か
ら
は
、
交
通
量
の
増
加
や
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
の
発
生
状
況
、
国
道
18
号
上
新
バ
イ

パ
ス
の
４
車
線
化
の
進
捗
状
況
な
ど
を
判
断
材
料
と
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

山
麓
線
は
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
市
で
は
こ
れ
ま

で
も
県
に
要
望
し
て
き
た
が
、
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

上
越
教
育
大
学
前
に
ト
キ

鉄
新
駅
を
！
　
　
　
　
　

こ
ん
ど
う
　
彰
治
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
／
Ｉ
Ｔ
社
会
は
著
し
く
加
速
し
、
情
報
の
共
有
化
・

集
積
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
む
。
当
市
に
お
い
て

も
情
報
は
効
率
的
な
行
政
運
営
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
自
治
体
の
命
題
は「
的
確
な

業
務
を
適
度
な
予
算
で
行
う
生
産
性
の
向
上
」を
図
り

な
が
ら
、「
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
」を
実
現
す
る
こ
と
に

あ
る
。
Ａ
Ｉ
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
よ
り
、
予
算
の
最
適

配
分
、
的
確
な
立
案
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充
、
市
民
一
人
一

人
に
合
わ
せ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
の
推

進
が
可
能
に
な
る
。
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
将
来
、
行
政
の

分
野
に
人
は
ほ
ぼ
携
わ
る
こ
と
が
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
現
在
、
上
越
市
で
は「
会
議
録
の
音
声
テ
キ
ス

ト
化
」を
行
っ
て
い
る
が
、
他
に
有
望
な
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て「
各
種
手
続
の
補
助
業
務
」「
問
合
せ
に
答
え
る
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援
」「
補
助
金

交
付
事
業
の
効
果
予
測
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
業
務
」

「
書
類
不
備
の
自
動
抽
出
」「
道
路
や
橋
梁
損
傷
の
自
動

判
別
」「
原
発
事
故
時
の
適
切
な
避
難
誘
導
」な
ど
が
期

待
で
き
る
。
も
は
や
こ
れ
ら
実
現
の
入
口
に
い
る
と
思

う
が
、
Ａ
Ｉ
等
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
／
業
務
の
効
率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
対
し
、

効
果
的
な
手
法
と
認
識
し
て
お
り
、
活
用
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
。
政
策
の
発
想
・
立
案
と
い
っ
た
行
政
の

大
切
な
考
え
る
「
仕
事
」
は
、
今
後
も
人
で
あ
る
職
員

が
取
り
組
み
、「
作
業
」
と
し
て
い
る
も
の
は
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
に
よ
り
機
械
化
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

行
政
へ
の
一
層
の
Ａ
Ｉ
・

Ｒ
Ｐ
Ａ
活
用
を
！
　
　
　

滝
沢
　
一
成
（
輝
）

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

※

１

※

１

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化


